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E 13 高齢化遂行下の家庭経済の特色とMM ( 第2 報）-一年など貯斟象肩額しこ

　　　　焦点をあててｰ　○ム下正子ぐ中村営園短丈）出払

　　　　十綿寿賀子（を^々5 短丈）横田舎i （中村営園大)

　目的: 犀齢老の経濤往名は、単しご消食面^みで方< -生老全体の充失■ 守定為をゑ右す

引t専uヽ問愚であゐ。第I 報r-is まず南齢湊^消費生循に焦点､を絞り、予､ﾌ､特色色概剱し、

そこがら経倚住遥乞検討1! ろひの（?･効果的勾ヽ視i､を見っヽ7る努刀乏行った。今回の第2税

で｀は、哺歌ま訪を支えうfCめの収入しこ*,,牝をおき.年金及び貯葛犀肩顧を取り」こ<n-。こ

れら＼'i、両齢弟詞経済的自立･ 白助を確立する友切な碁盤rヽあり、そ必制渡必九実と漣痕

に関tる、粧卜･提畑ヽら0) 復吝がザ澪とざれ了いわと考えいヽる。

　駒J.:匁計調査年扱・全国消費実梢､調査板告・痕険と年金ｱ動句等<7i 文献乏用八時系

9'J口わ･り詳腫年金の膏各の動向と、り､荷色l分杵■ 襖討しu。まに前証濯料によ貼

貯乖琢肩額についT も験討しｎ。ずらに消費実吟との対叱りJいヽ、両J^ a湘闇ロヽし目I

剣り仏

　結果：よ､記の債料を襖討し乱略漿、次へ

(D 加齢の進行と共U , 爽収入口申し;占める年金の割合が増加しT. 次第以角齢右の生針の

主Jii.と1i＼了いぐ様子ヵ心く釦r -,t:. ②名腫年Ir絹大晦左が｀大* <:, 侍に最七加入港の

即バ国民年金心立置(7i/低ざが目立っn。尚齢^ 口生計安定のi< <ﾀﾞ）i:a.年齢お
総姶的・長期的な経郵t画と実践心Ot乖でか八遠切みヽ施策丿棟助七まなれる。R年齢m

級別に貯t床肩顛をみると. 両必老官影i そパ

建康時の支えぶJ々iiとし7 ^ - #1時め不キに応むb 口^l不す分でヽあ似秉蜀･ サ-ビス

卵どヽ金銭に代わる力弘タ絹拓もヴ季と-^ 紅白。
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理論食粁t 舗μとその凍闇（芽//概）
　一妾料貧吏峯り体系佃一

接賀大教茸　it 石M.､ﾁ

回妁　食料費連用n ti、政支りバランX ･り刄､.*､､ｸみこ‘を<ヽ表雌、求集・嗜好・ほか、

w回り出回<)･調理蔵なとヽ≒I談(こ-6だi 常直決定・轜&､と｡羞ヂダ'/ﾒヽ婁とさA2 ^ また比
It食生弗ら夕堤化にt もないヽ｝象庭･り個性匹

へ・奏ぜIt 高i ソフッあs 。こit I,にたえ^ ノリハ痢易な隋報提供方減り廓藪とi.いミ

わ*丿易・惰柾傑蔵め努々*"'戸塾であs . 鴉董りH公寺情ilr好転に向っ X リカ･. 夜着

っいフコよヽ各支社債^ 視真に立った、食対食乙う設計・評価にi.秘す3 よ5 な柘か籾精根

は、いんと･児^ た$ な・ヽ．分回･^傭根甲t無作か、た・μ、追如研免T-得た、度々膏
の吏峯に関竃す以§疎と西表を魅理しt . 麿ｺﾞｍな款貿雪球ぷ1仁心　方城象針測S.与枢（編理身純計局トり食生活^限を賃刈t I

でのヽ准料重変暑卵嗚数？吏冬り叫逓（本参会へ剱4 ) を用^ X ･ 好力お-^ ■全世々. 豪･り，庇貪変身･,鴻数・吏｝り逓（本^漸へ剱^）i

国ヂ鍔I湊早もk t iヽ/灸漸貪変着・紅痍屑H痛し八．
　結表茄橡tこは，　既穆･クのエンr゛/レ係数＠りn.食漸賞。7t肴水¥R痢t 者物^≫食粁政敵

叫iTbヽ/いのﾀ啼貢申の理綸食獅黄り雄勣呻(£)/食糧鴻恥水平＠県線ね楚食財^^特

科ｶﾛに，こふ｡に縦軸に0)時幻嶮枚入五分位階農四)地才'> fi帰吐帯主）年冷

階級別＠米泰然峯^別著，漸膏変秀季因を麟軸とf 3 瑞織図＼ 悍良し１ヽ夕扉な踊れi

耳以・は置づい卜・? 9 X"≒伺別象庭りiii,りった僧林･り入手t-熹-I汗なった. i だ

撒

より、ならびに麦集因｝<^易岑ヵり調整φ洛易かフ傾誦卸･こてりい


